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Vol.229

ド
ロ
ー
ン
防
除

（
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
）

　

農
薬
散
布
は
重
量
の
あ
る
噴
霧
器
を
担
ぎ
農
地
を
往
復
す
る
重
労

働
の
作
業
で
す
。
無
人
航
空
機
・
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
防
除
作
業
の

時
間
短
縮
や
負
担
軽
減
と
な
り
、
担
い
手
の
規
模
拡
大
に
不
可
欠
な

省
力
化
・
機
械
化
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省

が
ド
ロ
ー
ン
防
除
の
調
査
を
開
始
し
た
平
成
28
年
度
の
全
国
面
積
は

６
８
４
ha
、
4
年
後
の
令
和
2
年
度
は
約
12
万
ha
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
県
内
の
無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
主

流
で
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
平
成
30
年
よ
り
米
・
麦
の
請
負

防
除
作
業
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
南
伊
予
駅
の
近
く
に
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
・
選
別
ま
で
機
械

化
一
貫
体
系
を
検
証
す
る
枝
豆
の
実
証
圃
場
が
あ
り
ま
す
。
７
月
中

旬
の
早
朝
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
テ
ス
ト
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

音
を
響
か
せ
、
風
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
畝
に
添
っ
て
正
確
に
噴
霧

し
て
い
く
ド
ロ
ー
ン
。
二
人
が
か
り
で
2
時
間
を
要
す
る
作
業
は
わ

ず
か
10
分
足
ら
ず
で
終
了
。
今
回
の
カ
メ
ム
シ
防
除
の
農
薬
は
手
作

業
で
は
２
、０
０
０
倍
に
薄
め
ま
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
で
は
８
倍
希
釈

の
高
濃
度
少
量
散
布
が
可
能
で
す
。
積
載
で
き
る
農
薬
に
つ
い
て
は

今
後
さ
ら
に
登
録
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
実
証
圃
場
の
上
空
約

２
ｍ
を
飛
ぶ
小
さ
な
無
人
航
空
機
・
ド
ロ
ー
ン
に
は
愛
媛
農
業
の
大

き
な
夢
と
希
望
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

▲�ドローン防除風景。ドローン直下は葉
がたなびく

▲�バケツからドローンへ農薬注入 ▲�圃場の端でフラッグを振り、オ
ペレーターに合図をおくる

▲�枝豆の実証圃場の立て札
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※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
https://www.zennoh.or.jp/eh/

JA全農えひめ

■お取り寄せ・JA全農えひめ直販ショップ
　　　https://www.ja-town.com/shop/c/c7201/
　　　※愛媛の旬の農産物と加工品をお届けします！
■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　https://www.zennoh.or.jp/eh/food/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://ai-pax.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　「トマトが赤くなると医者が青くなる」とか、「ト
マトを作る家に胃病なし」などのことわざもある
ほどトマトは栄養価が高くて、ビタミンやミネラ
ルも豊富。赤い色の成分・リコピンは抗酸化作用
があり、ガンや動脈硬化、老化予防にもおススメ
だそうです。太陽の光をたっぷりと浴びた真っ赤
なトマトから元気をたっぷりといただきましょう。

●表紙：トマト
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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１
．
生
産
基
盤
維
持
体
制
づ
く
り

（
１
）
現
状
の
課
題

　

愛
媛
県
全
体
の
農
業
産
出
額
は
生
産

者
の
高
齢
化
や
農
業
就
業
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
図
１
の
通
り
で
、
令
和
２
年

で
１
、２
２
６
億
円
と
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
耕
地
面
積
は
図
２
の
グ
ラ
フ

の
通
り
で
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
耕
作

放
棄
地
は
平
成
17
年
で
は
５
、２
５
４

ha
で
し
た
が
、
平
成
27
年
に
は

１
０
、３
０
５
ha
と
な
り
、
10
年
で
倍

近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
農
家

数
で
は
２
ha
以
上
の
経
営
体
が
令
和
２

年
で
は
３
、０
８
１
経
営
体
と
全
体
の

14
・
２
％
を
占
め
て
お
り
、
平
成
27
年

と
比
べ
る
と
１
・
６
％
増
加
し
、
全
体

の
面
積
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
大
規
模

の
経
営
体
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産

基
盤
の
縮
小
に
加
え

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化
や
法
人
化
に
よ

り
系
統
出
荷
量
も
減

少
し
て
お
り
、
生
産

基
盤
縮
小
と
共
販
率

の
減
少
を
緩
和
さ
せ

る
こ
と
が
系
統
経
済

事
業
維
持
拡
大
の
た

め
に
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
系
統
経
済
事
業
維
持
拡
大
に
向
け
た

　
　
生
産
振
興
・
基
盤
整
備
構
想
に
つ
い
て

図 2　愛媛県における耕地面積の推移（農林水産統計より）
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（
２
）�

生
産
基
盤
を
守
る
た
め
に
今
必

要
な
こ
と

【
用
地
基
盤
：
農
地
維
持
策
】

①�

農
地
の
宅
地
・
企
業
へ
の
流
出
を
防

ぎ
、
地
域
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る

団
地
化

②�

耕
作
中
止
・
休
憩
地
お
よ
び
空
き
施

設
の
荒
廃
化
を
防
止
す
る
生
産
体
制

構
築

【
人
：
生
産
者
確
保
策
】

③�

高
齢
化
が
進
む
生
産
者
の
農
作
業
支

援
と
出
荷
・
集
荷
支
援

④�

担
い
手
確
保
と
大
規
模
化
（
労
働
力

削
減
と
所
得
確
保
）

⑤�

大
規
模
農
家
、企
業
的
農
家
（
法
人
）

の
系
統
事
業
利
用
拡
大

【
人
：
施
設
運
営
と
労
働
力
確
保
策
】

⑥�

経
済
施
設
運
営
の
専
門
職（
評
価
員
・

集
荷
員
等
）
と
指
導
者
育
成

２
．
営
農
支
援
課
の
取
り
組
み

　

生
産
基
盤
縮
小
と
共
販
率
減
少
の
緩

和
に
向
け
、
次
の
３
つ
を
提
案
し
、
作

付
け
規
模
と
規
模
別
所
得
に
こ
だ
わ
っ

た
【
見
せ
る
指
導
】【
見
え
る
経
営
】

の
実
証
を
行
い
ま
す
。

（
１
）�

分
業
と
共
同
に
よ
る
持
続
可
能

な
産
地
づ
く
り
と
労
働
力
支
援

事
業

　

地
域
の
核
と
な
る
生
産
者
の
育
成
に

よ
り
、
そ
の
生
産
者
が
保
有
す
る
機
械

や
施
設
の
共
同
利
用
と
発
生
す
る
余
剰

労
働
力
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
労
働
力

支
援
で
家
族
経
営
の
最
大
化
を
目
指
し

ま
す
。

広域営農支援センター体制図（イメージ）

広域営農支援センター（担い手サポートセンター）
県域

地域

実証施設 労働力
組み合せ隊

共同荷作り
支援隊

J A 広域指導センター

選
果
施
設
CE
等

全農の生産・技術に関わる人材を配置
ＪＡ指導員の卵、大口農家希望者受入

・施設型
・土地利用型　

農家作業受託隊 空き土地・ハウス守り隊 管内集荷サービス隊

中核生産者

中核生産者

過去
産地形成（生産者多数）

系統出荷

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

中核生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

小規模
生産者

・中核生産者を中心に地域で産地形成
・出荷も系統出荷中心

・高齢化による作付面積減少
・販売チャネルの増加

生産基盤維持・拡大が急務

系統外出荷
（直接販売）

現在
産地縮小⇒系統出荷低下

愛媛県下の生産振興・
基盤整備構想（案）

広域営農支援C

ＪＡ広域指導C

労働力組み合せ隊

農家作業
受託隊

実証施設
・施設型
・土地利用型

空き土地・
ハウス守り隊

広域営農支援C

ＪＡ広域指導C

労働力組み合せ隊

農家作業
受託隊

実証施設
土地利用型

空き土地・
ハウス守り隊

広域営農支援C

ＪＡ広域指導C

労働力組み合せ隊

農家作業
受託隊

実証施設
・施設型
・土地利用型

空き土地・
ハウス守り隊

◆特集：県内系統経済事業維持拡大に向けた生産振興・基盤整備構想について
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（
２
）�

農
家
に
寄
り
添
っ
た
地
域
サ
ー

ビ
ス
と
労
働
力
組
合
せ
事
業

　

品
目
と
労
働
力
の
組
合
せ
に
よ
る
周

年
雇
用
体
制
を
構
築
し
、
生
産
支
援
作

業
や
農
家
荷
造
り
支
援
、
管
内
集
荷
な

ど
の
農
家
支
援
体
制
の
整
備
を
目
指
し

ま
す
。

（
３
）�

担
い
手
へ
の
総
合
診
断
に
よ
る

農
家
の
系
統
事
業
利
用
拡
大

　
Ｊ
Ａ
全
農
が
持
つ
専
門
性
や
組
織
力

な
ど
の
優
位
性
を
生
か
し
た
広
域
営
農

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
東
予
・
中

予
・
南
予
の
各
地
区
に
設
立
し
、
愛
媛

の
中
山
間
地
に
あ
っ
た
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
や
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
新

技
術
、
機
械
の
普
及
技
術
実
証
や
大
規

模
農
家
・
指
導
員
育
成
、
労
働
力
組
合

せ
事
業
の
運
営
な
ど
、
生
産
者
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
推
進
体
制
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

３�
．�
中
予
地
区
に
お
け
る　
　
　

生
産
振
興
の
取
り
組
み

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
松
山
市
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

中
央
と
連
携
し
、
土
地
利
用
型
品
目
と

し
て
春
夏
の
枝
豆
、
秋
冬
の
レ
タ
ス
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、周
年
作
と
し
て
里
芋
、

白
ね
ぎ
の
複
合
体
系
で
、
地
域
の
核
と

な
る
生
産
者
（
担
い
手
）
の
育
成
と
、

分
業
に
よ
る
持
続
可
能
な
産
地
づ
く

り
、
労
働
力
支
援
事
業
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

（
１
）
枝
豆
の
現
地
実
証

　

松
前
地
区
に
実
証
圃
を
設
置
し
、
地

域
の
核
と
な
る
生
産
者
（
担
い
手
）
が

面
積
拡
大
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な

枝
豆
の
機
械
化
一
貫
体
系
に
よ
る
省
力

化
と
面
積
拡
大
に
向
け
た
モ
デ
ル
実
証

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
大
面
積
・
団
地
化
に
対
応
す
る
た

め
、
県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
栽
培
方

法
と
は
異
な
り
、
収
穫
コ
ン
バ
イ
ン
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
た
マ
ル
チ
を
使
用

し
な
い
一
条
播
き
の
畝
立
て
同
時
播
種

の
露
地
栽
培
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
除
に
お
い
て
も
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
な
ど
労
働
力
の
軽
減
対
策
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
面
積
拡
大
に
向
け
、
最
大
の

ネ
ッ
ク
と
な
る
収
穫
後
の
出
荷
調
整
に

つ
い
て
も
、
色
彩
選
別
機
や
袋
詰
め
機

を
活
用
し
、
出
荷
調
整
作
業
の
労
力
軽

減
を
図
り
、
地
域
の
核
と
な
る
生
産
者

広域の仕組みと地域内共同・サービスの将来イメージ

【将来像】 【現　状】
既存集荷・荷受場（評価）

地域集荷・荷受場

人材育成（評価員・オペレーター）

個人荷受個廻し

共同サービス

共同荷造り
（併設）

5haの各生産者単位

選果品目
トマト なす きゅうり ピーマン

枝豆 玉葱 生しいたけ

ブロッコリー 白ねぎ いちご その他個選品目

広域物流基地

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

集
荷
場

中予広域選果・集荷場・評価

集
約

移
送
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（
担
い
手
）
の
作
付
面
積
と
地
域
内
労

働
力
が
拡
大
す
る
た
め
に
必
要
な
機
材

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　（
２
）
今
後
の
展
開

　

今
回
の
現
地
実
証
で
得
ら
れ
た
結
果

を
基
に
、
枝
豆
に
お
い
て
は
地
域
の
核

と
な
る
生
産
者
（
担
い
手
）
の
適
正
な

作
付
け
規
模
と
規
模
別
所
得
、
所
有
す

る
機
器
を
明
確
化
し
、
作
付
面
積
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
複
合
品
目
の
作
付
面
積
適
正

化
に
向
け
、
他
の
土
地
利
用
型
品
目
で

も
生
産
・
荷
造
り
実
証
を
検
討
し
、
機

械
化
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
余
剰
労
働

力
や
多
様
な
外
部
労
働
力
の
組
合
せ
に

よ
る
家
族
経
営
の
支
援
に
よ
り
作
付
け

面
積
の
最
大
化
を
図
り
生
産
基
盤
の
拡

充
を
目
指
し
ま
す
。

◆特集：県内系統経済事業維持拡大に向けた生産振興・基盤整備構想について

機械化一貫体系によるモデル実証の取り組み

ドローンによる防除省力化（7/14） 畝立て同時播種機を使用した播種作業（6/1）

コンバイン収穫後の枝豆（7/27） 収穫コンバインによる一斉収穫（7/27）

袋詰め機や色彩選別機を活用した出荷調整作業（7/27・7/28）
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ね
っ
と
わ
ー
く

THE

【
営
農
食
糧
部
】
主
食
米
の
販
売
数
量
減

少
に
よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

【
園
芸
部
】
温
州
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
等

の
柑
橘
類
や
と
ま
と
・
き
ゅ
う
り
等
の
販

売
数
量
減
少
に
よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

【
畜
産
部
】
種
豚
・
素
豚
・
素
牛
の
頭
数

減
少
に
加
え
、
下
期
に
J
A
全
農
ミ
ー
ト

フ
ー
ズ
㈱
へ
販
売
事
業
を
移
管
し
た
こ
と

で
取
扱
高
が
減
少
。

【
生
産
資
材
部
】
農
機
部
品
の
数
量
は
増

加
し
た
も
の
の
、
果
実
・
ジ
ュ
ー
ス
用
段

ボ
ー
ル
、
肥
料
・
農
薬
、
主
要
農
機
の
供

給
数
量
が
減
少
し
、
取
扱
高
が
減
少
。

会
員
代
表
者
会
を
開
き

令
和
３
年
度
事
業
を
報
告

　

J
A
全
農
え
ひ
め
は
、

６
月
29
日
、
松
山
市
の

J
A
愛
媛
で
会
員
代
表

者
会
を
開
き
、
令
和
３

年
度
の
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
事
業
報
告

　

県
本
部
の
取
扱
高
（
総
供
給
販
売
高
）

は
、
全
体
で
計
画
比
93
％
の
8
2
0
億
円

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
期
中
に
畜

産
販
売
事
業
の
子
会
社
移
管
が
あ
っ
た

た
め
、
こ
れ
を
除
く
と
計
画
比
98
％
の

8
6
2
億
円
と
な
り
ま
す
。

　　

各
部
別
の
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。

【
生
活
部
】
戸
建
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
は

減
少
し
た
も
の
の
、
燃
料
の
単
価
高
、
ふ

れ
っ
し
ゅ
広
場
・
J
A
タ
ウ
ン
の
販
売
増

加
、
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
品
お
よ
び
食
品
の

取
り
扱
い
増
加
に
よ
り
取
扱
高
が
増
加
。

　

ま
た
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
７
社
の

売
上
高
合
計
は
、
計
画
比
83
％
の
4
2
8
億

円
と
な
っ
た
こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
同
日
に
各
連
合
会
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

J
A
全
農
え
ひ
め
関
係
の
受
賞
者
は
左

表
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

管理部

【表１】ＪＡ全農えひめ 令和３年度取扱高実績
（単位：百万円）

部　　門 計　　画 実　　績

営 農 食 糧 部 3,086 2,619 

園 芸 部 42,661 41,224 

畜 産 部 18,290 14,057 

生 産 資 材 部 12,758 11,971 

生 活 部 10,976 12,085 

合　　計 87,770 81,957 

【表２】ＪＡ全農えひめグループ会社 令和３年度取扱高実績
（単位：百万円）

会　社　名 計　　画 実　　績

㈱ え ひ め 飲 料 22,346 16,052

ＪＡえひめアイパックス㈱ 3,490 3,384

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱ 3,186 3,415

㈱ ひ め ラ イ ス 4,291 3,160

Ｊ Ａ え ひ め エ ネ ル ギ ー ㈱ 2,596 2,772

㈱ え ひ め フ ー ズ 537 370

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 6,387 6,388

合　　計 42,835 35,544

【表１】【表２】百万円未満は四捨五入のため合計値に差異が生じます

【表３】令和３年度　全農愛媛県本部表彰
【ＪＡ表彰】

えひめ未来農業協同組合 越智今治農業協同組合

えひめ中央農業協同組合 愛媛たいき農業協同組合

西宇和農業協同組合 東宇和農業協同組合

えひめ南農業協同組合

【特別功労表彰】※カッコ内はＪＡ名

竹内　利幸（松 山 市） 宇都宮浩文（に し う わ）

岡村　　勝（え ひ め 南） 加藤　兼男（え ひ め 南）

【優良職員表彰】※カッコ内はＪＡ

石井　成幸（う　　　　ま） 近藤　厚志（う　　　　ま）

長井　　伸（周　　　　桑） 越智　正明（周　　　　桑）

松田　秀紀（おちいまばり） 佐伯　行彦（東 予 園 芸）

水川　大輔（え ひ め 中 央） 篠崎　真吾（え ひ め 中 央）

畑　　忠志（愛 媛 た い き） 久瀬　賀仁（に し う わ）

池田　弘喜（ひ が し う わ） 河野　治人（え ひ め 南）
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　全農愛媛県本部（ＪＡ全農えひめ）は、６月29日に「会員代表者会」と「運営委員会」
を開き、運営委員会の新体制を決めました。
　菅野幸雄会長が再任、新しい運営委員会副会長にＪＡえひめ南の山本長雄代表理事組合
長が就任しました。

山
やま

本
もと

　長
なが

雄
お

　（ＪＡえひめ南代表理事組合長）

■略歴
・昭和50年　津島町農業協同組合　入組
・平成21年　ＪＡえひめ南　共済部長
・平成23年　ＪＡえひめ南　総務部長
・平成27年　ＪＡえひめ南　管理本部長
・平成28年　ＪＡえひめ南　常務理事
・令和元年　ＪＡえひめ南　代表理事組合長（現）
・令和４年　ＪＡ全農えひめ　運営委員会副会長（現）

運営委員会副会長

全農愛媛県本部運営委員会
菅野幸雄会長・山本長雄副会長が就任！

全農愛媛県本部運営委員会新体制決まる

菅
かん

野
の

　幸
ゆき

雄
お

　（ＪＡえひめ中央経営管理委員会会長）運営委員会会長

■略歴
・昭和43年　温泉青果農協　入組
・�平成19年　�ＪＡえひめ中央　経済事業本部担当常務理事
・平成22年　ＪＡえひめ中央　代表理事理事長
・�平成28年　ＪＡえひめ中央　経営管理委員会会長（現）�
　　　　　ＪＡ全農えひめ　運営委員会会長（現）�
　　　　　ＪＡ全農　経営管理委員�
　　　　　日本園芸農業協同組合連合会　理事（現）
・平成29年　ＪＡ全農　経営管理委員会副会長
・令和２年　ＪＡ全農　経営管理委員会会長（現）
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県内ＪＡ新トップ紹介

ＪＡにしうわ
経営管理委員会　会長
（令和４年６月24日就任）

都
つ

築
づ き

　雅
ま さ

秀
ひ で

■略歴
　・昭和56年　日土青果農業協同組合　入組
　・平成５年　�合併により
　　　　　　　西宇和農業協同組合
　・平成25年　同組合　退職
　・平成29年　同組合　経営管理委員
　・令和４年　同組合　経営管理委員会会長

ＪＡひがしうわ
代表理事組合長
（令和４年６月25日就任）

石
い し

野
の

　満
み つ

章
あ き

■略歴
　・昭和63年　宇和町農業協同組合　入組
　・平成９年　合併により
　　　　　　　東宇和農業協同組合
　・平成25年　同組合　総務部長
　・平成30年　同組合　金融部長
　・平成31年　同組合　総務部長
　・令和元年　同組合　代表理事専務
　・令和４年　同組合　代表理事組合長

ＪＡおちいまばり
代表理事理事長
（令和４年６月24日就任）

渡
わ た

部
な べ

　浩
ひ ろ

忠
た だ

■略歴
　・昭和55年　菊間町農業協同組合　入組
　・平成９年　合併によりＪＡおちいまばり
　・平成15年　同組合　生活福祉部部長
　・平成21年　同組合　営農販売部部長
　・平成25年　同組合　�営農経済事業本部本

部長
　・平成25年　同組合　常務理事
　・平成28年　同組合　代表理事専務
　・令和４年　同組合　代表理事理事長

ＪＡにしうわ
代表理事理事長
（令和４年６月24日就任）

小
お

笠
が さ

原
わ ら

栄
え い

治
じ

■略歴
　・昭和57年　伊方青果農業協同組合　入組
　・平成５年　合併により
　　　　　　　西宇和農業協同組合
　・平成27年　同組合　内部監査室室長
　・平成28年　同組合　総務部部長
　・令和元年　同組合　参事
　・令和４年　同組合　代表理事理事長
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新規採用職員紹介
　今年度、６名の仲間が新たに加わりました♪
　ＪＡ全農えひめに新たな風を吹き込むフレッシュな�
６名を紹介します。どうぞよろしくお願いいたします！

①所属部署　②出身地　③ニックネーム　④趣味・特技　
⑤好きな農畜産物　⑥今後の抱負

清
せ い

家
け

　克
か つ

実
み

①生産資材部肥料農薬課
②松山市
③かつみ
④飲みにいくこと
⑤ お米が好きです。食べる

のも好きですが、調査の
際に見る田園風景がお気
に入りです。

⑥ 肥料の技術担当として、
多くの調査に参加してい
きたいです。また調査を
通して、多くの方々と良
好な関係を築いていきた
いです。

中
な か

矢
や

　悠
ゆ う

大
だ い

①生産資材部肥料農薬課
②松山市
③ゆうだい
④ラケットスポーツ全般
⑤ カットした大玉のトマトに

マヨネーズをたっぷりか
けて食べるのが好きです。

⑥ まだまだ分からないこと
ばかりで苦労しています
が、実地に出る機会も多
いので、前向きな姿勢で
出来る業務の幅を日々増
やしていきたいです。

目
め

黒
ぐ ろ

　祐
ゆ う

介
す け

①生産資材部農機課
②丸亀市
③ゆうさん
④スケート・カラオケ
⑤ 大根をそのままドレッシ

ングを付けて食べるのが
好きです。

⑥ 早く農機の型式を覚え、
各システムの繋がりを理
解します。また問い合わ
せに対して、迅速に対応
します。

大
お お

野
の

　　凜
り ん

① 生産資材部段ボール工場
　製造課　
②松山市
③りん
④カラオケ
⑤ 牛レバー（脂の多い肉が

苦手・焼き肉のタレにつ
けて焼く）

⑥ あいた時間を活用し次の
準備や報告に使いスムー
ズに仕事をこなせるよう
に心がけます。一度覚え
た仕事は維持継続し、他
の仕事も覚えていきます。

菅
か ん

　　彩
あ や

恵
か

①管理部総務課
②伊予市
③かんちゃん
④ドライブ
⑤ みかんをそのまま食べた

り、ジュースにしたり、
ジャムにしたりして食べ
るのが好きです。

⑥ 総務課の広報担当として、
皆様にたくさんの情報を
わかりやすく発信してい
きます。あぐり～ど作成
も頑張ります。

城
き

戸
ど

　春
は る

香
か

①園芸農産部米穀課
②松前町
③ぱるこ
④犬と散歩すること
⑤ シンプルに蒸したじゃが

いもが好きです。
⑥ 米についての知識を周り

の方々からたくさん吸収
し米穀課の一員として力
になれるよう業務を遂行
していきたいです。
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Vol.297

■プロフィール■
版画家。ロン版画工房主宰。松山市在住。
1968年12月27日、福岡県生まれ。血液型は０型。中学生まで福
岡で過ごし、高校時代を松山で送る。1987年、京都の嵯峨美術短
期大学（現　嵯峨美術短期大学部）版画科へ進学。卒業後は公募展
に出品、個展やグループ展を数多く開催し、精力的に活動を続けて
いる。抒情詩的な作風が魅力。趣味は、家庭菜園、ゲーム実況を
YouTubeでみること。
1998年「わたくし美術館賞」、2001年「日本童画大賞（イルフ童
画館）優秀賞」、2007年版画フォーラム（東秩父村和紙の里）喜楽
賞」受賞。2020年「詩画集　つるさんはまるまるむし」を出版。
2021年秋の県展（第70回記念秋季県展）「70周年記念会員賞」受賞、
2022年秋季県展出品予定。2022年10月、ギャ
ラリー３ta２（松山市高井町）にて個展開催＆木
版画カレンダー販売予定。版画教室（月１回）開
催中。

猫
が
に
ゃ
に
ゃ
あ
鳴
い
て
い
る

ど
こ
か
ら
く
る
の
か

う
ち
の
家
に
は
野
良
猫
が
や
っ
て
く
る

窓
を
開
け
る
と
母
猫
が
子
猫
に

乳
を
や
っ
て
い
て

逃
げ
る
様
子
も
な
く

母
猫
と
し
ば
し
見
つ
め
合
っ
た

私
に
見
ら
れ
て
い
て
も

平
気
な
顔
で
母
は
強
し
と
思
っ
た

ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
て
あ
る
椅
子
の
上
で

日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
猫

私
が
洗
濯
を
取
り
に
行
く
と

不
満
気
に
椅
子
か
ら
お
り
て

逃
げ
て
ゆ
く

一
番
困
る
の
は
猫
の
落
と
し
物
だ

い
つ
も
す
る
と
こ
ろ
は
決
ま
っ
て
い
て

猫
の
嫌
が
る
と
言
う
ス
プ
レ
ー
を

ま
い
て
み
た
り

石
や
煉
瓦
を
置
い
て
み
た
り

色
々
苦
心
す
る
の
だ
け
れ
ど

ふ
と
見
る
と
落
と
し
物

「
は
あ
ー
」

す
ぐ
に
片
付
け
て
ス
プ
レ
ー
を
ま
く

う
ち
の
前
に
は
お
隣
の
広
い
庭
が
あ
っ
て

わ
ざ
わ
ざ
う
ち
に
こ
な
く
て
も

い
い
の
に
な
ん
で
？

ブ
チ
だ
の
茶
ト
ラ
だ
の
ハ
チ
ワ
レ
だ
の

真
っ
白
だ
の
い
ろ
ん
な
猫
が

や
っ
て
く
る

カ
リ
ン
と
い
う
猫
を
飼
っ
て
い
た
時

カ
リ
ン
が
こ
の
辺
り
の
ボ
ス
猫
で

カ
リ
ン
以
外
の
猫
を

あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た

そ
の
か
わ
り
何
度
か
雌
猫
を
連
れ
て
き
て

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る

カ
リ
ン
は
声
が
高
く
て

ケ
ン
カ
し
て
い
る
時
も
す
ぐ
わ
か
っ
た

猫
に
は
厳
し
い
け
れ
ど

人
間
に
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

HIROMI　SUMIDA

猫
の
カ
リ
ン
さ
ん

スミダヒロミ
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お
客
さ
ん
が
大
好
き
だ
っ
た

ご
飯
の
時
は

自
分
も
ち
ゃ
ぶ
台
に
座
っ
て

だ
れ
か
の
お
こ
ぼ
れ
を
待
っ
て
い
た

お
客
さ
ん
が
く
れ
な
い
と
わ
か
る
と

私
の
横
に
座
っ
て
膝
に

手
を
置
い
て
ニ
ャ
ー
と

お
ね
だ
り
を
す
る

私
が
無
視
を
す
る
と
膝
に
置
い
た
手
に

少
し
力
を
い
れ
る

そ
れ
で
も
無
視
を
し
て
い
る
と

と
う
と
う
爪
を
た
て
ら
れ
る

そ
の
後
尻
尾
で
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
を

わ
ざ
と
ガ
サ
ガ
サ
し
て

お
皿
や
お
茶
碗
を
ひ
っ
く
り
返
す

あ
る
日
私
が
忘
れ
物
を
し
て

部
屋
に
引
き
返
す
と

今
ま
さ
に
食
糧
棚
を
あ
け
て

海
苔
を
落
と
し
て
い
る

カ
リ
ン
と
目
が
あ
っ
た

「
カ
リ
ン
！
」

カ
リ
ン
は
し
ま
っ
た
と
言
う
顔
を
し
て

食
糧
棚
か
ら
飛
び
降
り
る

油
断
も
隙
も
な
い
猫
だ
っ
た

カ
リ
ン
を
飼
っ
て
か
ら

猫
の
絵
が
増
え
た

今
で
も
猫
の
絵
を
描
く
こ
と
が
多
い

あ
り
が
と
う
カ
リ
ン

▲タイトル：光をもって進む少女
　作品は来年のカレンダーの1枚。
　カレンダーのテーマは “進む”

▲�スミダヒロミさんの世界が広がるカレンダーを手に。
2023年版は秋口に松山市内のギャラリーに並ぶ



トピックス
　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
県
内
産
を
中
心

に
新
米
の
発
売
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
は
、「
米
活
し

よ
う
ぜ
！
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。「
伊

予
牛
『
絹
の
味
』
モ
モ
す
き
焼
き
用
約

４
０
０
ｇ
」「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク　

ロ
ー
ス
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
約
６
０
０

ｇ
」「
紅
ま
ど
ん
な
12
玉
」
な
ど
が
計

５
５
０
人
に
当
た
り
ま
す
。

　

３
年
ぶ
り
の
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
の
た
め
、
愛
媛
県
民
〝
み
ん
な
〟
が

待
ち
望
ん
だ
「
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
盛
大
に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
た
こ
ま
ち
」
を

中
心
と
し
た
愛
媛
県
産
早
期
米
を
消
費

者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
販
売
店
で
の

エ
ン
ド
展
開
を
す
る
こ
と
で
、
販
売
量

の
拡
大
と
ひ
め
ラ
イ
ス
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
を
図
り
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
】

「
米
活
し
よ
う
ぜ
！
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

【
実
施
期
間
】

　

令
和
４
年
９
月
１
日
～
10
月
31
日

【
賞　
　
品
】

▼
Ａ
～
Ｅ
賞
各
60
人
（
計
３
０
０
人
）

○�

Ａ
コ
ー
ス
＝
伊
予
牛
「
絹
の
味
」（
モ

モ
す
き
焼
き
用
約
４
０
０
ｇ
）

○�

Ｂ
コ
ー
ス
＝
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
（
ロ
ー
ス
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用
約

６
０
０
ｇ
）

○�

Ｃ
コ
ー
ス
＝
愛
媛
県
産
紅
ま
ど
ん
な

（
秀
品
２
Ｌ
サ
イ
ズ
12
玉
）

○�

Ｄ
コ
ー
ス
＝
鯛
づ
く
し
セ
ッ
ト
（
か

ぶ
と
煮
×
１
、
鯛
め
し
の
素
×
２
）

○�
Ｅ
コ
ー
ス
＝
媛
っ
こ
地
鶏
（
鶏
め
し

の
素
１
合
×
３
、
親
子
丼
１
人
前
×

３
）

▼
Ｗ
チ
ャ
ン
ス

　

Ａ
～
Ｅ
コ
ー
ス
の
抽
選
で
は
ず
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
２
５
０
人
に
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、「
ひ
め
の
凜　

ハ

イ
ク
オ
リ
テ
ィ
２
㎏
（
令
和
４
年
度
新

米
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
応
募
方
法
】

　

ひ
め
ラ
イ
ス
の
「
応
募
シ
ー
ル
」
ま

た
は
米
袋
左
上
に
つ
い
て
い
る
「
ひ
め

マ
ー
ク
」
を
切
り
取
り
、
１
㎏
以
上
を

１
枚
１
口
と
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
ハ
ガ
キ
ま
た
は
郵
便
ハ
ガ
キ

に
、
①
ご
希
望
の
賞
品
コ
ー
ス
（
Ａ
～

Ｅ
コ
ー
ス
の
う
ち
１
つ
を
選
択
）、
②

郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
氏
名
、
⑤
年

齢
、
⑥
電
話
番
号
、
⑦
購
入
店
、
⑧
ひ

め
ラ
イ
ス
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
何
口
で
も
応
募
で
き
、
封
筒

に
よ
る
応
募
も
可
能
で
す
。
抽
選
は
ハ

ガ
キ
１
通
に
つ
き
１
口
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
応
募

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
「
株
式
会
社
ひ
め
ラ
イ
ス
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
商
品
】

　

ひ
め
ラ
イ
ス
全
商
品
（
も
ち
米
含

む
）

【
応
募
先
】

　

〒
７
９
１
―
３
１
６
３

　

伊
予
郡
松
前
町
大
字
徳
丸
字
五
屋
敷

　

７
７
１
―
２
５

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係

【
応
募
締
切
】

　

10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

【
抽
選
・
当
選
発
表
】

　

11
月
上
旬
に
抽
選
を
行
い
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
当
選
発
表
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
販
売
店
の

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
㈱
ひ
め

ラ
イ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
㈱
ひ
め
ラ
イ
ス

「
米
活
し
よ
う
ぜ
！
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

PB 12
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愛
媛
県
肉
牛
生
産
者
協
議
会
は
、６
月
23
日
、ウ
ェ

ル
ピ
ア
伊
予
で
令
和
４
年
度
総
会
を
開
き
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
と
新
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、会
長
に
松
本
和
夫
さ
ん（
Ｊ

Ａ
ひ
が
し
う
わ
・
新
任
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
方
針
で
は
、
防
疫
・
衛
生
管
理

の
徹
底
と
生
産
履
歴
の
明
確
化
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
な
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、

県
内
消
費
者
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
や
販
路
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
優
良
生
産
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
通
り

で
す（
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
Ｊ

Ａ
名
）。

▽
優
良
生
産
者

＝
高
橋
節
雄

（
周
桑
）

　
Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
野
菜
花
卉
課
は
、
７
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
ク

リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
で
、
令
和
３
年
産
冬
春
野
菜
出
荷

反
省
会
と
令
和
４
年
産
の
生
産
対
策
会
議
を
開
き
ま

し
た
。
対
象
品
目
は
、
レ
タ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

白
ね
ぎ
・
ほ
う
れ
ん
草
・
冬
春
き
ゅ
う
り
・
一
寸
蚕

豆
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
７
品
目
。

　

会
議
に
は
、
品
目
部
会
長
・
Ｊ
Ａ
・
市
場
・
行
政

関
係
者
ら
43
人
が
出
席
。

　

令
和
３
年
産
冬
春
野
菜
の
出
荷
量
は
３
、４
１
３

ト
ン
で
計
画
比
１
０
７
％
、
前
年
比
１
０
２
％
。
販

売
面
で
は
目
標
単
価
の
達
成
に
向
け
た
企
画
販
売
や

値
決
め
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
産

野
菜
の
Ｐ
Ｒ
資
材
の
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
ジ

オ
番
組
を
活
用
し
た
産
地
や
品
目
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
生
産
面
で
は
生
産
振
興
対
策
に
よ
る
作
付
拡

大
支
援
や
、
地
域
課
題
ご
と
の
栽
培
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
次
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
え
ひ
め
野
菜
フ
ェ
ア
等
、
愛
媛

県
野
菜
の
消
費
拡
大
と
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
愛
媛
養
豚
経
営
者
協
議
会
は
、
６
月
24
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
第
43
回
総
会
を
開
催
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
と
新
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
森
田
恭
章
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
・
新
任
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
現
在
の
畜
産
情
勢
に
お
け
る
、

経
営
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」
の
品
質
向
上
消
費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
優
秀
会
員
を
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
農
場
は
次
の
通
り
で
す
。（
カ
ッ
コ
内

は
Ｊ
Ａ
名
）

▽
優
秀
会
員
＝
冨
永
養
豚
（
愛
媛
た
い
き
）、
山
内

養
豚
（
ひ
が
し
う

わ
）、安
平
養
豚
（
同

上
）、
㈲
菊
間
仙
高

牧
場
（
お
ち
い
ま
ば

り
）、㈱
多
田
フ
ァ
ー

ム
（
愛
媛
た
い
き
）、

愛
媛
養
豚
実
証
農
場

伊
予
ス
ワ
イ
ン
ガ
ー

デ
ン
（
Ｊ
Ａ
西
日
本

く
み
あ
い
飼
料
㈱
）

 

Ｊ
Ａ
愛
媛
養
豚
経
営
者
協
議
会
第
43
回
総
会

ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
向
上
と

認
知
度
向
上
を

 

愛
媛
県
肉
牛
生
産
者
協
議
会
令
和
４
年
度
総
会

生
産
基
盤
維
持
と
販
路
拡
大
を
！

 

令
和
３
年
産
冬
春
野
菜
出
荷
反
省
会

愛
媛
県
野
菜
の
消
費
拡
大
を
！
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愛
媛
の
夏
野
菜
が
て
ん
こ
盛
り
！

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
レ
シ
ピ
が
誕
生
！

 

第
48
回
乾
椎
茸
品
評
会

成
髙
王
洋
さ
ん
が
14
年
連
続
で
最
優
秀
賞

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
愛
媛
県
や
ハ

ウ
ス
食
品
㈱
と
協
力
し
、
県
産
野
菜
や

は
だ
か
麦
な
ど
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ー
レ
シ
ピ
「
夏
野
菜
×
は
だ
か
麦　

愛
顔
は
じ
け
る
ス
タ
ミ
ナ
カ
レ
ー
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
シ
ピ
は
カ
レ
ー
を
通
じ
て
県

産
野
菜
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
開
発
。
レ
シ
ピ
に
は
、
県
産
の
伊
予

な
す
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
や
は
だ
か

麦
な
ど
を
使
用
し
、
愛
媛
の
彩
り
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の
カ
レ
ー
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

７
月
12
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

と
ハ
ウ
ス
食
品
㈱
が
田
中
英
樹
副
県
知

事
を
訪
問
し
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー

の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
副
知
事
は
「
愛
媛
に
あ
る
た
く

さ
ん
の
夏
野
菜
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
消
費
拡
大
に
繋
が
れ
ば
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
は
、
ハ
ウ
ス
食
品
㈱
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
。
ま
た
、
県
庁
食

堂
で
も
数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

愛
媛
県
椎
茸
同
志
会
主
催
の
第
48
回

乾
椎
茸
品
評
会
が
、
５
月
17
日
、
大
洲

市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
椎
茸
選
果
場
で

開
か
れ
、
成
髙
王
洋
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
愛
媛

た
い
き
）が
14
年
連
続
で
最
優
秀
賞（
全

農
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
春
子
26
点
が
出
品
さ

れ
、入
賞
11
点
他
が
、６
月
２
日
の
「
第

55
回
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
」
に
出
品
さ

れ
ま
す
。
成
髙
さ
ん
は
「
今
年
は
春
先

の
急
激
な
気
温
上
昇
で
厳
し
い
栽
培
環

境
だ
っ
た
が
、
良
い
も
の
を
出
品
で
き

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん
（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。

▽
優
秀
賞
＝
髙
橋
茂
行
（
ひ
が
し
う

わ
）、
髙
橋
征
敏
（
同
）
▽
１
等
賞
＝

河
内
逡
一
（
愛
媛
た
い
き
）、
久
保
勝

利
（
同
）、
矢
野
欣
一
（
同
）
▽
２
等

賞
＝
大
和
田
孝
（
ひ
が
し
う
わ
）、
山

本
喜
代
和
（
愛
媛
た
い
き
）、
武
田
秋

重
（
ひ
が
し
う
わ
）、
▽
３
等
賞
＝
山

首
憲
市（
愛
媛
た
い
き
）、岡
中
勝
彦（
ひ

が
し
う
わ
）

　

な
お
、
６
月
２
日
、
埼
玉
県
久
喜
市

で
開
か
れ
た
Ｊ
Ａ
全
農
乾
椎
茸
品
評
会

に
お
い
て
、
団
体
の
部
で
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
が
準
優
勝
し
た
ほ
か
、
個
人
の
部

で
６
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。

▽
林
野
庁
長
官
賞
＝〈
大
葉
厚
肉
の
部
〉

髙
橋
茂
行
（
ひ
が
し
う
わ
）、〈
中
葉
中

肉
の
部
〉
成
髙
王
洋
（
愛
媛
た
い
き
）、

髙
橋
征
敏
（
ひ
が
し
う
わ
）、
河
内
逡

一
（
愛
媛
た
い
き
）
▽
全
農
会
長
賞
＝

〈
中
葉
厚
肉
の
部
〉
久
保
勝
利
（
愛
媛

た
い
き
）、
▽
全
和
会
会
長
賞
＝
〈
大

葉
厚
肉
の
部
〉
矢
野
欣
一
（
愛
媛
た
い

き
）

レシピカードを掲げる田中副知事（中央）

成髙王洋さん

レシピはこちら→
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Ｊ
Ａ
愛
媛
米
麦
生
産
者
組
織
協
議
会
は
、
７
月
６

日
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
、「
第
23
回
Ｊ
Ａ
愛
媛

米
麦
生
産
者
組
織
協
議
会
通
常
総
会
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

総
会
に
は
、
会
員
19
人
の
他
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
関
係

者
40
人
が
出
席
し
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
等
を
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

水
稲
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県
米
麦
振
興
協
会
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、「
ひ
め

の
凜
関
係
講
習
会
」「
し
ず
く
媛
栽
培
講
習
会
」「
え

ひ
め
米
品
質
向
上
推
進
大
会
」
等
を
開
催
し
、
品
質

向
上
対
策
を
進
め
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
産
の
二
麦
合
計
の
作
付
面
積
は
２
、

０
７
４
ha
、
収

穫
量
は
７
、６

８
３
ト
ン
と
元

年
産
か
ら
３
年

連
続
の
大
豊
作

と
な
り
、
は
だ

か
麦
は
35
年
連

続
生
産
量
日
本

一
と
な
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
は
愛
媛
県
と
の
共
催
で
７
月
11
日
に
Ｊ

Ａ
愛
媛
で
農
業
分
野
で
の
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を

テ
ー
マ
と
す
る
「
労
働
力
支
援
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
（
公
財
）
国
際
人
材
協
力
機
構
の
稲
田
洋
一
郎
松

山
駐
在
事
務
所
長
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省
の
外
国
人

雇
用
状
況
を
基
に
、
農
業
分
野
の
外
国
人
労
働
者
数

は
２
０
２
０
年
10
月
現
在
３
万
８
、０
６
４
人
で
、

15
年
の
約
１
・
９
倍
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
い
い
人
材
を
確
保
す
る
に
は
労

働
環
境
を
良
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雇
う
際
は
監
理
団
体

任
せ
に
せ
ず
、
自
分

で
面
接
す
る
な
ど
し

て
ほ
し
い
」
と
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
愛
媛
農
業
機
械
技
術
指
導
士
連
絡
協
議
会

（
会
員
67
人
）
は
、
７
月
５
日
、
伊
予
市
の
ウ
ェ
ル

ピ
ア
伊
予
で
第
59
回
総
会
を
開
き
、
令
和
４
年
度
の

取
組
方
針
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

４
年
度
は
、
製
品
提
案
力
・
修
理
整
備
技
術
力
の

向
上
に
努
め
、
他
部
門
と
の
連
携
を
図
り
、
農
業
者

の
所
得
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
に
、
指
導
士
相
互
の
情
報
交
換
と
研
修
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
新
製
品
発
表
研
修
会
を
開
催
。
研

修
会
で
は
、
７
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
か
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
田
植
機
の
ほ
か
小
型
農
機
ま

で
15
機
種
の
説
明
を
受
け
、
夏
の
展
示
会
を
前
に
、

新
し
い
製
品
知
識
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
農
機
の
修
理
・
推
進
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
会
員
の
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。

　
【
一
般
表
彰
】
仲
渡
鯉
貴
也
（
周
桑
）、
近
藤
恵
太

（
え
ひ
め
中
央
）、
佐
々
木
義
昭
（
え
ひ
め
南
）【
団

体
表
彰
】
松
前
町
農
機
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）
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回
Ｊ
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愛
媛
米
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需
要
に
応
じ
た
生
産
と

品
質
向
上
を
！

 

第
59
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
農
機
技
術
指
導
士
連
絡
協
議
会
総
会

足
腰
の
強
い
農
機
事
業
を
構
築
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今月の
クイズ

JA全農えひめは、愛媛県とハウス食品㈱と協力し、県オリジナ
ルカレーレシピの発表をしました。このレシピの名前は？

発　表
「あぐり～ど」10-11月号で発表します。

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2022年９月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

編 集 後 記
　2022年の世界陸上はオレゴ
ンで行われましたね。私は高校
生の時に、オレゴンへ１年間留
学していました。陸上部に所属
していたので、同じ会場で大
会に出場したことがあります。
最近は暑くて運動する気にな
れませんでしたが、世界陸上
を見て運動したくなりました。
スタミナカレーを食べて、暑さ
に負けず運動しようと思いま
す！（ほどほどに）まだまだ暑
い日は続きそうですが、みなさ
んもお体にお気をつけてお過
ごしください。
� （彩恵）

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

　　農の風景を読んで。玉ねぎ畑に圧巻
です。翌年４月まで腐敗なく日持ちで
きるなんてすばらしいですね。

� （東温市・PN：キヨさん）
編私も玉ねぎが長期に渡って日持ちできる

なんて知りませんでした。玉ねぎはどん

な料理にも合うので、これからも重宝し

たい食材です。

　　特集を読んで。農業の未来が心配さ
れる中でも、JAはいつでも農家の味
方になって欲しいと思います。特に農
家の高齢化が進む中において、JAが
農地の取りまとめ等や跡継ぎの育成に
積極的に動いていただくことを望みま
す。
� （今治市・PN：のりさん）
編私は様々な農家さんのところへ取材に行

くことがありますが、どこへ行っても担

い手不足のお話を聞きます。県産農産物

をこれからも安定して供給するためにJA

全農えひめは力を尽くしていきます。

　　THEねっとわーくを読んで。愛媛み
かん大使募集の記事を毎年楽しく読ま
せてもらっています。昭和34年度から
実施しており、今年で64回目とのこと。
私も若かりし頃応募していたらなぁと
残念に思います。今年度もコロナ禍が
続きますが、愛媛県産かんきつPRを笑
顔でしてくださいね。応援しています。
� （新居浜市・PN：スマイルさん）
編今回もたくさんの応募がありました。こ

の中から４名が選ばれるということで、

楽しみです。愛媛みかん大使については

次号にてご紹介しますのでお楽しみに！

　　Topic�Newsを読んで。「みかん電車」
通年運行開始の記事を読み、子どもと
一緒に乗ってみたいと思いました。新
しい松山市のシンボルとしてみても楽
しい、乗っても楽しいみかん電車に早
く会いたいです。
� （宇和島市・PN：しずくさん）
編私はまだ一度しか、みかん電車に遭遇で

きていません。日ごろから路面電車を使っ

ているのですが、なかなか出会えず…。

つり革にみかんがついており、愛媛らし

いみかん電車でした。

　　エッセイを読んで。一文一文が心に
伝わってきました。辛いことが重なり
気分が落ち込んでいましたが、この野
菜ひとつひとつの生きる力を感じまし
た。命のある限りおもいっきり生きた
いと思います。
� （松山市・PN：Ｍ・Ｋさん）
編スミダさんの作品には、人や生き物、植物

など様々な「命」が登場します。エッセイ

は８－９月号で最後となりましたが、今後

もますますご活躍されることを期待してい

ます。

　　NOW�NOW�COOKINGを読んで。
きゅうりと言えば、酢の物、漬物やサ
ラダ等の料理をしていましたが、めず
らしい献立をありがとうございます。
さっそく作ってみます。
� （松山市・PN：オッキーさん）
編私もきゅうりと生クリームの組み合わせ

には驚きました。私も作って家族を驚か

せようとおもいます。

当選者発表
６-７月号の答えは「�64�代目」でした。
たくさんのお便りありがとうございま
した。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に図
書カード1,000円分をお送りします。

仙波美和子さん（四国中央市）
篠原　瑞希さん（四国中央市）
長野　美鈴さん（四国中央市）
土居　　弘さん（西予市）
黒田美恵子さん（西予市）
八木セツ子さん（今治市）
村上　徳子さん（松山市）
田中　克也さん（松前町）
三ツ井　浩さん（内子町）
松本　浩二さん（宇和島市）

夏野菜×はだか麦

「○○はじけるスタミナカレー」
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ピーマンの丸ごと肉詰め

〈作り方〉
①	ピーマンを半分に割り、種を取り除く。
②	Ⓐの材料を小さくカットし、フライパン
でサッと炒める。

③	粗熱がとれたらホワイトソースを加え和
えて、①のピーマンに詰める。

④	上から粉チーズを散らし、オーブントー
スターで10分程度焼き、焦げ目がつけば
器に盛り、パセリを散らし完成。

ピーマンの洋風千切りサラダ
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約119kcal

ピーマン	 ４個
ベーコン	 50ｇ
イタリアンドレッシング	 大さじ２
ＥＸＶオリーブオイル	 小さじ２
粉チーズ	 10ｇ
黒コショウ	 適量

ピーマンのカップグラタン
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約171kcal

ピーマン	 ４個
　　合挽ミンチ	 160ｇ
　　たまねぎ	 1 ／４個
　　パン粉	 20g
　　牛乳	 30㏄
　　卵	 １個
　　塩	 ３ｇ
　　ケチャップ	 大さじ４
　　オイスターソース	 大さじ１
　　醤油	 小さじ１
　　水	 50㏄

指導／愛媛調理製菓専門学校　山崎　翔 先生

▲
�

（
上
）
ピ
ー
マ
ン
の
カ
ッ
プ
グ
ラ
タ
ン
、（
右
下
）
ピ
ー
マ
ン
の
洋
風
千
切
り�

サ
ラ
ダ
、（
左
下
）
ピ
ー
マ
ン
の
丸
ご
と
肉
詰
め

〈作り方〉
①	ピーマンは縦半分に切り種を除き、横に
千切りし、10 ～15分水にさらす。

②	ベーコンは薄めの短冊切りにする。
③	ボウルに①②とドレッシング、オリーブ
オイルを入れ、よく混ぜる。

④	皿に盛り、粉チーズと黒コショウを散ら
し、完成。

〈作り方〉
①	ピーマンは頭の部分を切り、種を除く。
②	たまねぎはみじん切りにし、軽く炒め粗
熱をとる。

③	ボウルにⒶを入れてしっかりとこね、①
に詰める。

④	熱したフライパンでピーマンに軽く焼き
色をつけ、Ⓑを加えて蓋をして弱火で10
分程度煮込む。

⑤	ピーマンが柔らかくなり、中まで火が通
れば、皿に盛り完成。

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約100kcal
ピーマン	 ４個
　　鶏もも肉	 1 ／4枚
　　たまねぎ	 50ｇ
　　しめじ	 1 ／2個
　　ほうれんそう	 １本
ホワイトソース	 100ｇ
粉チーズ	 20ｇ
パセリ	 適量

真夏の暑さを吹き飛ばそう
青臭い苦みとパリッと食感

今月の素材

ピーマン

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ
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あぐり〜どはWEBでも読めます
https://www.zennoh.or.jp/
eh/about/information/

ehimenosyoku

「えひめの食」Instagram




